
･ 

 

第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点

重点目標④ 特別支援教育の充実 

 
 一人一人の教育的ニーズを把握し、生活や学習上の困難 

を改善する適切な指導や必要な支援を行い、自立し社会参 

加するための基礎となる力を育成します。 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点④－１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実」 
 
 

１ 校・園内特別支援教育推進体制の充実 

◆ ねらい 

特別な支援の必要な幼児児童生徒に対する効果的な支援を行うための方策や組織を確立

します。 

 

◆ 現状と課題 

(1) 校・園内体制の充実 

 特別な支援を必要とする幼児児童生徒数が増加の傾向にあります。一人一人の教育

的 ニー ズ に 対応 す る た めに 、 校 ・園 内 の 特 別支 援 教 育コ ー デ ィ ネー タ ー （校 ・ 園 内

Co）を中心に校・園内委員会を位置づけ、各校・園における支援体制を確立してい

ます。そして、特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 幼 児 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ に

応 じ た 支 援 や 関 係 機 関 と の 連 携 を 行 う た め に 、 校 ・ 園 内 Co を 中 心 と し た 支 援 体

制 の 充 実 が 図 ら れ て い ま す 。  

ま た 、 校 ・ 園 内 Co 担 当 者 研 修 会 を 年 ３ 回 実 施 し 、 校 ・ 園 内 委 員 会 の 運 営 方 法

や 、 相 談 支 援 フ ァ イ ル の 活 用 方 法 、 個 別 の 指 導 計 画 の 作 成 方 法 の 研 修 を 通 し て 、

校 ・ 園 内 Co の 資 質 向 上 を 図 り ま し た 。  

平成 2４年度の校・園内委員会（含ケース会議）の開催数は、全体として平均 12.9

回で、定期的、計画的に開催し、具体的な支援内容について話し合われています。 

 

 

(2) 学校・園の支援力の向上 

校・園内 Co の配置や個別の教育支援計画の作成は全ての校・園においてなされる

ようになりました。しかし、校・園内 Co の効果的な動きや、個別の教育支援計画を

もとにした支援の具現化においては、まだ十分とは言えません。そこで、教育支援課

指 導 主 事 や 地 域 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 地 域 Co）、 巡 回 支 援 員 等 の 専 門

取組指標 
現状値 

（平成 2４年度） 

目標値 

（平成 27 年度） 

校・園内特別支援教育委員会

（含ケース会議）の開催数 
平均 1２.９回／年 年８回以上 

276 280 289 325

117 117 134 119

0
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H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

小学校 中学校

591 572 529 494

304 347 367 347
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小学校 中学校

特別支援学級在籍児童生徒数 
通常学級における特別な支援を必要とする 

児童生徒数（各学校の申告・含診断なし） 
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家 を 活 用 す る こ と で 、校・園 内 Co を 中 心 と し た 校・園 内 委 員 会 の 活 性 化 を 図 り 、

具 体 的 な 支 援 の 実 践 に つ な げ る よ う 努 め て き ま し た 。  

指 導 主 事 に よ る 訪 問 や 、 地 域 Co（ 本 年 度 は 、 小 学 校 ５ 名 、 中 学 校 ３ 名 、  計 ８

名 を 配 置 ）、教 育 支 援 課 ス ー パ ー バ イ ザ ー 、教 育 支 援 課 臨 床 心 理 士 や 巡 回 支 援 員（ 本

年 度 は 、言 語 聴 覚 士 、点 字 技 能 師 を 含 む 1４ 名 を 委 嘱 ）に よ る 巡 回 相 談 を の べ 937

回 実 施 し ま し た 。 特 に 、 小 学 校 に お い て は 希 望 校 、 中 学 校 に お い て は 全 校 に ス ー

パ ー バ イ ザ ー を 複 数 回 派 遣 し 、 児 童 生 徒 の 実 態 把 握 と 支 援 の あ り 方 を 検 討 し ま し

た 。 具 体 的 な 支 援 方 法 の 充 実 の み な ら ず 、 教 師 自 身 が 児 童 生 徒 や 学 校 の 課 題 を 整

理 す る こ と に よ り 、 組 織 的 な 取 り 組 み を 通 じ て 、 学 校 全 体 の 支 援 力 の 向 上 を 図 る

こ と が で き ま し た 。  

保 育 園 、 幼 稚 園 を 対 象 と し た 巡 回 相 談 で は 、 発 達 総 合 支 援 室 と 連 携 し 、 必 要 に

応 じ て 就 学 相 談 や U-8 の 教 室 に つ な げ る 等 、早 期 か ら の 途 切 れ の な い 支 援 を 行 っ

て い ま す 。  

 

巡回教育相談員数とその内訳 

 

 H21 H22 H23 H24 

地 域 特 別 支 援 教 育 Co ５ ６ ８ ８ 

巡 回 支 援 員  ９ １０ １１ １4 

教 育 支 援 課 ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ １ １ １ １ 

教育支援課臨 床心理士  ０ ０ １ １ 

教育支援課指 導主事 ５ ５ ５ ５ 

計 ２０ ２２ ２６ ２９ 

 

用語の解説 

【地 域 特 別支 援 教 育コ ー ディ ネ ー ター 】 特 別支 援 教育の 実 践に お け る資 質 や能 力 及 び発 達 障 害 に

関 する 専 門 的 知識 を 有 す る 小・ 中 学 校 の教 員 を 、四 日市 市 教 育 委員 会 が 委 嘱 する 。 幼 稚 園・

小学校・中学校の特別支援教育について助言・連絡調整を行う。 

【巡 回 支 援員 】 特 別支 援 教育 並 び に発 達 障 害に 関 する専 門 的知 識 ・ 経験 を 有す る 者 を、 四 日 市 市

教 育委 員 会 が 委嘱 す る 。 保 育園 ・ 幼 稚 園・ 小 学校 ・ 中学 校 を 訪 問し 、 保 護 者 ・担 任 ・ 特 別支

援教育コーディネーター等との相談等を行う。 

【教 育 支 援課 ス ー パー バ イザ ー 】 教育 支 援 課ス ーパー バ イ ザー と し て特 別 支援 教 育 並び に 発 達 障

害 に関 す る 専 門的 知 識 ・ 経 験を 有 す る 者を 、 四 日市 市教 育 委 員 会が 委 嘱 す る 。市 内 全 中 学校

に 対し て 、 １ 年生 を 中 心 と した 抽 出 児 に対 し て 、年 間各 ２ 回 の 継続 的 な 巡 回 スー パ ー ビ ジョ

ンを行う。 

【教 育 支 援課 臨 床 心理 士 】教 育 支 援課 臨 床 心理 士 として 発 達障 害 に 関す る 専門 的 知 識・ 経 験 を 有

す る者 を 、 四 日市 市 教 育 委 員会 が 委 嘱 する 。 小 学校 から の 要 請 によ り 、 通 常 学級 に 在 籍 する

３年生以上の児童について、年間各２回の継続的な巡回教育相談を行う。 

【発 達 総 合支 援 室 】子 ど もの 発 達 につ い て 、保 健 ・福 祉・ 教育 が 連 携し な がら 、 早 期か ら の 途 切

れのない支援を目指すことを目的として、平成 24 年４月に福祉部児童福祉課に設置された。 

  （四日市市役所の組織機構の見直しにより、平成 25 年４月から、こども未来部こども保健

福祉課の所管となる） 
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教育支援課臨床心理士及び教育支援課スーパーバイザー 

学校訪問回数と対象児童生徒数 

 のべ訪 問 回 数  のべ対 象 児 童 生 徒 数  

教 育 支 援 課 臨 床 心 理 士 （小 学 校 ） 26  36 

教 育 支 援 課 スーパーバイザー（中 学 校 ） 44 136 

合 計  70 172 

 

ま た 、 特 別 な 教 育 的 支 援 が 必 要 な 児 童 生 徒 に 対 し て 、 適 切 な 支 援 を 行 う た め に

介 助 員 ・ 支 援 員 を 配 置 し ま し た 。  

 

特別支援学級介助員及び特別支援教育支援員の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の解説 

【介助 員】 小学 校、 中学 校の特 別支 援学 級に おい て、児 童生 徒が 学校 生活 をする 上で 必要 な 介

助を行う職員。 

【支援員（特別支援教育支援員）】小学校、中学校の通常学級に在籍し、発達障害等により、生

活や学習上の困難を有する児童生徒に対し、必要な支援を行う職員。 

 

 

巡回教育相談等学校・園訪問回数
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(3) 中学校区での連携強化の推進 

小 １ プ ロ ブ レ ム や 中 １ ギ ャ ッ プ を 未 然 に 防 ぐ た め 、就 学 や 進学時に支援が途切れ

ないよう、ブロック別の情報交換や実践交流を行っています。また、相 談 支 援 フ ァ イ

ル の 活 用 を 中 心 と し て 、 幼 保 小 中 の 連 携 強 化 に 努 め て い ま す 。 具 体 的 に は 、 保 護

者 が 主 体 と な っ て 、 就 学 や 進 学 の 際 の 相 談 支 援 フ ァ イ ル の 引 き 継 ぎ を 行 う こ と が

で き る よ う 、 送 り 出 す 側 、 受 け 入 れ る 側 の 校 ・ 園 が 互 い に 連 携 し 、 保 護 者 へ の 働

き か け を 行 い ま し た 。  

 

◆ 今後の方向性 

(1) 校・園 内 体 制 の 充 実 の た め 、校・園 内 Co 担 当 者 研 修 会 を 通 し て 、校・園 内 委

員 会 の 計 画 的 な 実 施 や 運 営 方 法 に つ い て 、 市 内 の 先 進 的 な 取 り 組 み を 共 有 し 、

校 ・ 園 内 Co の 資 質 の 向 上 を 目 指 し ま す 。  

 

(2) 学 校・園 の 支 援 力 の 向 上 の た め 、専 門 性 の 高 い 巡 回 教 育 相 談 等 が 実 施 で き る 体

制 を 維 持 し ま す 。 市 内 の 特 別 支 援 学 校 や 、 新 た に 発 足 す る こ ど も 未 来 部 等 の 関

係 機 関 と の 連 携 も 進 め て い き ま す 。  

 

 (3) 中 学 校 区 で の 連 携 強 化 の 推 進 の た め 、担 当 者 間 で の 情 報 交 換 を 行 い ま す 。相 談

支 援 フ ァ イ ル が ス ム ー ズ に 引 き 継 が れ る よ う 、 学 校 ・ 園 が 互 い に 連 携 す る と と

も に 、 保 護 者 へ の 啓 発 に 取 り 組 み ま す 。 さ ら に は 、 中 学 校 と 高 等 学 校 の 連 携 の

あ り 方 も 検 討 し て い き ま す 。  

 

 

用語の解説 

【小１プロブレム】入学したばかりの児童が、「集団行動がとれない」、「授業中に座っていられ

ない」、「話を聞かない」などの状態が数ヶ月間継続するという現象。 

【 中 １ ギ ャ ッ プ 】中学校に進んだ生徒が、小学校との環境の違いになじめず、いじめや不登校

が急増するという現象。 
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２ 早期からの一貫した教育支援システムの確立 

◆ ねらい 

特別支援教育推進協議会を中心とした関係部局の連携・協働による乳幼児期から学校卒

業後を見通した相談支援体制を強化します。 

◆ 現状と課題 

（ １ ） 相 談 支 援 フ ァ イ ル の 活 用 に つ い て  

特別支援教育推進協議会を 2 回、作業部会を 2 回実施し、「相談支援

ファイル」の具体的な活用のための課題を整理しました。平成２４

年度は「相談支援ファイルを活用していただくために」を改訂し、

進級・進学時の引継ぎについて保護者や関係者の役割を具体的に示

しました。 

また、相談支援ファイルが中学校卒業後の教育相談や福祉サー

ビスの場でも活用されるように、各校担当者が集まり研修を深めました。福祉サー

ビスを受ける際にはどのような情報が必要なのか事業所の職員に話をしてもらった

り、他の機関が作成した様々なシートを例にあげ、記入方法について紹介したりし

ました。 

現在、学校・園では、１０８２冊の相談支援ファイルが作成され、さらに新規の

作成も進んでいます。入学・進級・進学時における引継ぎを確実に行うとともに、

家庭訪問や保護者懇談会時における活用、医療機関を受診する際の活用など、具体

的な活用場面や方法等を示しながら、さらに活用を促していきます。 

（ ２ ） 相 談 事 業  

来所相談数は、年間の新規相談

数により増減はありますが、平成

2４年 度は 、年 間の べ １７７ ９人

でした。 

    新規来所相談の内訳は、不登校

相談は全相談の３５％ですが、継

続相談を含んだのべ件数では、全

相談の５４％を占めます。これは、

不登校相談での長期継続相談が多

いことを示しています。不 登 校 相 談 の 長 期 化 に 対 応 し て い く た め に 、プ レ イ セ ラ

ピ ー や カ ウ ン セ リ ン グ だ け で な く 、 適 応 指 導 教 室 「 わ く わ く 教 室 」 と し て 、 小

集 団 で の ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ を 小 学 生 低 ･中 学 年 、高 学 年 の グ ル ー プ

に 分 け て 行 い ま し た 。  

取組指標 
現状値 

（平成 2４年度）

目標値 

（平成 27 年度）

保護者、学校・園や関係機関等との間で相談

支援ファイルを活用した回数（一人あたり） 
平均２．３回／年 年５回以上 

来所相談数
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平成22年度

31

53

16

    
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    新規来所相談の「発達・障害等」に関わる割合は４９％でした。平成 24 年度児

童福祉課に発達総合支援室が新たに設置されたことにより、発達面の相談を支援室

と連携してより専門的に行うことができました。 

一方、東日本大震災で被災し、本市に避難してきた幼児児童生徒の実態把握を継

続して行い、必要に応じて保護者や子どもの相談支援を行いました。 

 

 

（ ３ ） U-8 事 業 （ 四 日 市 市 発 達 障 害 等 早 期 支 援 事 業 ）  

 

発達等に課題のある幼児・小学校低学年児童

(８ 歳以 下)を 対 象に 、 幼児 期 か らの 早 期 対 応・

早期支援を行ってきました。 

学校・園で U-8 の教室の存在が周知され、個々

の課題に応じた教室につながるケースが増えて

きました。 

教育委員会と福祉部、健康部が連携するだけ

でなく、スタッフとして参加している先生達を

対象に研修会を行い、子どもの課題に対して、

具体的にどのように支援を行うとよいか考えてきました。また、現場での支援力を

高めるための研修会も行いました。 

教室に参加した子どもの在籍校・園を訪問し、具体的な支援の方法について共通

理解が図れるようにしました。 

教 室 参 加 後 の 保 護 者 の ア ン ケ ー ト で は 、 教 室 の 満 足 度 、 家 庭 で の 活 用 度 と も に

98%となっています。「保護者同士が子どもへのかかわり方を一緒に学び合う場があ

ることは、子どもへの接し方を学ぶだけでなく、自分自身の励みになった」との感

想が寄せられました。 

    教室修了後の支援としては、フォローアップ教室を開いたり、個別の相談に応じ

たりしています。今後は、教室での学習内容を園・小学校で活用されるよう更なる

働きかけが必要です。 

 

平成24年度

35

49

16

 不登校  
 発達・障害等

 その他  

平成23年度

26

61

13

教育支援課 新規来所相談主訴の割合（％）
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事例検討会の様子

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） YESnet
イ エ ス ネ ッ ト

（ 四 日 市 早 期 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク ）  

YESnet は 、子 ど も の 心 の 病 気 の 早 期 支 援 や よ り よ い 回 復 を 目 的 と し て 、医 療

機 関・四 日 市 市 保 健 所・教 育 委 員 会 が 連 携 し て 取 り 組 も う と 、平 成 21 年 度 に 設

立 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク で す 。  

心 の 病 気 が 心 配 さ れ る 子 ど も の 相 談 機 関 と し て 、YESnet 事 例 検 討 会 が あ り ま

す 。保 護 者 の 同 意 の も と 、学 校 の 先 生 が 事 例 検 討 会 に 出 席 し 、YESnet 担 当 者 と

一 緒 に 話 し 合 い を 行 っ て い ま す 。 学 校 や 家 庭 で ど の よ う に 対 応 す れ ば よ い か 、

医 療 機 関 や 保 健 所 の 視 点 か ら 助 言 を 受 け 、 今 後 の 支 援 の 方 向 性 を 見 つ け て い き

ま す 。 今 年 度 は 、 ４ 件 に つ い て 話 し 合 い を 行 い 、 保 護 者 に 話 し 合 わ れ た 内 容 を

報 告 し 、保 護 者 、学 校 、YESnet が 共 通 理 解 の も と 、子 ど も の 支 援 に あ た り ま し

た 。 ま た 保 護 者 か ら の 希 望 が あ れ ば 、 関 係 機 関 で の 個 別 の 相 談 に も 応 じ て い ま

す 。  

YESnet で は 、 こ れ ま で 相 談 の あ っ た 子 ど

も た ち を 見 守 り 、 相 談 支 援 を 継 続 的 に 続 け て

い ま す 。 今 年 度 の の べ 相 談 件 数 は ７ ０ 件 で し

た 。 子 ど も の 心 の 病 気 に つ い て の 相 談 支 援 体

制 を さ ら に 充 実 し た も の に し て い く た め に 、

学 校 関 係 者 や 保 護 者 へ の 更 な る 周 知 を 図 っ て

い く こ と が 大 事 で す 。  

一 方 、 子 ど も の 心 の 病 気 の 予 防 の た め に 、

要 請 の あ っ た 中 学 校 ４ 校 に 出 向 き 、 YESnet 

出 前 授 業 「 心 の 健 康  ス ト レ ス を ぶ っ 飛 ば せ ！ 」

と い う テ ー マ で 授 業 を 行 い ま し た 。 さ ら に 、

要 請 の あ っ た 中 学 校 ４ 校 で 、学 校 の 先 生 を 対

象 と し た 研 修 会 を 開 い た り 、相 談 に 応 じ た り

し ま し た 。  

今 後 も 学 校 に 出 向 き 、子 ど も や 保 護 者 、教

職 員 に 対 し て 、「 心 の 健 康 」 に つ い て の 啓 発

を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

  H22 H23 H24 

登録件数 １１１ １４１ 170

ことば ３９ ３４ 60

まなび ２７ １９ 22

ともだちづくり ４５ ４４ 44

教
室
別 

子どもの見方・ほめ方 ４５ ４４ 44

実施回数 ５５７ ５７６ ８５９

実施人数 ８０４ ９６４ 1,２７５

出前授業の様子 

U-8 事業 実施状況 
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フレンド活用回数
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33 22
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適応指導教室通級生と学校復帰率 
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（ ５ ） 不 登 校 児 童 生 徒 へ の 支 援  適 応 指 導 教 室 （ わ く わ く 教 室 ・ ふ れ あ い 教 室 ）  

「 わ く わ く 教 室 」 で は 、 小 学 生 の 子 ど も を 対 象 と し た 、 ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト

レ ー ニ ン グ を 行 っ て い ま す 。 今 年 度 は 、 通 級 児 童 １ 名 と 体 験 児 童 ９ 名 の 計 １ ０

名 の 児 童 が 参 加 し ま し た 。 小 集 団 遊 び を 中 心 に 、 ル ー ル を 守 る こ と や 気 持 ち を

伝 え る こ と な ど を 学 ぶ 学 習 場 面 を 設 定 し て い ま す 。 継 続 的 に 参 加 す る こ と で 、

参 加 児童の間に仲間意識が芽生え、周りの人を意識して行動できるようになるなど

の成果がありました。 

また、「ふれあい教室」では、不登校の児童生徒や保護者に対する相談活動とし

て、プレイセラピーや教育相談を行い、不安の軽減や学校復帰に向けての自己目標

の設定などを行っています。平成２４年度ののべ相談 件 数 は 1,333 件 で し た 。個 々

の 相 談 と 並 行 し て 、 集 団 の 中 で 、 学 習 や 運 動 、 体 験 活 動 な ど に 取 り 組 ん で い ま

す 。 こ の 活 動 を 通 し て 、 学 校 場 面 で 生 か す こ と の で き る 適 応 力 等 を 身 に つ け て

い ま す 。  

両 教 室 共 に 、 学 校 復 帰 や 社 会 的 な 自 立 を 促 す こ と を 目 的 と し て い ま す が 、 近

年 の 傾 向 と し て 、 適 応 指 導 教 室 の 集 団 活 動 に 参 加 で き な い 児 童 生 徒 が 増 え 、 一

人 一 人 の 状 況 に 応 じ た 個 別 指 導 で 対 応 す る ケ ー ス が 多 く な っ て い ま す 。 そ の た

め 、 セ ラ ピ ス ト や ス ー パ ー バ イ ザ ー の 助 言 を 得 て 、 一 人 一 人 の ニ ー ズ に 合 わ せ

た 支 援 を 考 え 、 学 習 活 動 や 様 々 な 体 験 活 動 ・ ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ な

ど を 行 っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ れ あ い 教 室 に お け る 取 組 で は 、 不 登 校 児 童 生 徒 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア （ ふ れ あ

い フ レ ン ド ） が 、 通 級 児 童 生 徒 とともに活動し、登校や自立に向けての支援をし

てい ます 。 また、 引 き こ も り 傾 向 の 子

ど も に 対 し て は 、 自 立 へ の 支 援 の 一 助

と し て 、 ふ れ あ い フ レ ン ド を 家 庭 に 派

遣 し て い ま す 。 

通級生は、年齢が近いふれあいフレン

ド に 親 近 感 を 持 っ て 接 す る こ と が で き 、

さ ま ざ ま な 社 会 体 験 の 情 報 な ど を 得 る

ことができました。また、異年齢の人と

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り 方 な ど を 、

実践しながら学ぶ場になっています。 
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◆ 今後の方向性 

○ 相談支援ファイルの活用によって、乳幼児期・学齢期・卒業時の引継ぎがスムー

ズになるように、特別支援教育推進協議会を中心に関係部局と連携しながら中身の

充実について考え、一人ひとりに合ったものになるよう努めていきます。また、保

護者への相談支援ファイル活用の啓発を行います。 

○  不 登 校 を は じ め と し て 、 多 様 化 ・ 複 雑 化 し て い る 相 談 内 容 に 適 切 に 対 応 し て

い く た め に 、 学 校 ・ 園 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 関 係 機 関 等 と 、 よ り 一 層 の 連

携 を 図 り ま す 。 不 登 校 の 相 談 で は 、 子 ど も の 様 態 に 応 じ て 個 別 や 適 応 指 導 教 室

（ わ く わ く 教 室 、 ふ れ あ い 教 室 ） の 活 用 を 柔 軟 に 進 め て い き ま す 。 発 達 ・ 障 害

等 の 相 談 に つ い て は 、発 達 総 合 支 援 室 と 連 携 し 、U-8 事 業 な ど に お い て 具 体 的

な 支 援 を 行 い ま す 。 子 ど も の 心 の 病 気 に つ い て は 、 YESnet を 中 心 に 、 保 健 所

や 関 係 機 関 と 協 議 し な が ら 、 よ り よ い 支 援 を 考 え て い き ま す 。  

○  学校・園で、U-8 事業が周知されてきています。早期からよりよい支援を行っ

ていくために、学校・園や関係機関とより一層連携し、子ども理解や具体的な支援

方法について検証していきます。また、教室で行われたことが、子どもたちの生活

の場である学校・園でさらに活用できるように、教職員の研修の場を広げていきま

す。教室修了後も、教育相談や学校訪問、巡回相談を行い、子どもや保護者のフォ

ローを行っていきます。 

○ 適応指導教室では、学校や関係機関と連携し、通級生の児童生徒理解を深め支援

に生かすとともに、不登校傾向及び不登校の状況にある児童生徒についても、情報

共有を行っていきます。学 校 復 帰 や 社 会 的 な 自 立 を 促 す た め に 、集 団 活 動 へ の 移

行 を 段 階 的 に 行 い 、 社 会 的 ス キ ル を 身 に つ け ら れ る よ う 支 援 し ま す 。 ま た 、 学

校 と 連 携 し て 進 路 指 導 の サ ポ ー ト 等 も 行 い ま す 。  

 

   

用語の解説 

【 ソー シ ャ ルス キ ル トレ ー ニン グ 】 ソー シ ャ ルスキ ルと は 「 良好 な 人 間関 係 をつ く り 保つ た め

の知識と具体 的な技術 や コツ」のこと 。ソーシ ャ ルスキルトレ ーニング （ ＳＳＴ：social 

ski lls training ）とは「あいさつ」「仲間の誘い方」「上手な断り方」などの具体的な場

面を想定し、トレーニングによって対人関係スキルを身につけ、実際の場面で用いること

ができるようにすることをねらいとしたトレーニングのこと。 
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